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14 図のような，ふたのない3つの容器Ａ，Ｂ，Ｃがあります。

これらの容器の底面積の比は35：21：5です。

まず図１－①のようにＡを水で満たしてから，Ｂを底面を水平にして静かにしずめ

ると，初めのうちはＡから水があふれて出て図１－②のようになりました。

次に図２－①のようにＣを底面を水平にしてＢの外側にしずめると，Ｃは満水にな

りＢ，Ｃの外側の水面(Ａの中の水面)は図２－②のようにＣの高さと同じになりま

した。

(1) 容器Ｂの高さと容器Ｃの高さの比は ： です。

(2) 図２－②で，容器Ｂの中の水面の高さと容器Ｂの外側の水面高さの比が8：7のと

き容器Ａの高さと容器Ｂの高さの比は ： です。
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(1)

右図で，「あ」と「い」の

部分の体積はともに容器Ｃ

の容積に等しい。また，

「あ」と「い」の部分の

底面積の比は

5：(35－21)＝5：14なので，

Ｃの容積を1とすると，図の(ｱ)と(ｲ)の長さの比は

1÷5：1÷14＝ ＝14：5。

よって，容器Ｂと容器Ｃの高さの比は(14＋5)：14＝19：14 です。
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(2) 右図で，赤と黒の斜線部分の容積は

ともに容器Ｂの容積に等しいので，

重なっている部分を除いた「う」と「え」

の部分の容積も等しい。

よって，右図の(ｳ)と(ｴ)の長さの比は

「う」と「え」の底面積の比の逆比で

21：35＝3：5 ‥(※) となる。

また，右下図において，「い」と「お」の

容積は等しいので，(ｲ)と(ｵ)の長さの比は

「い」と「お」の底面積の逆比で

21：14＝3：2。

(1)より，(ｲ)，(ｱ)の長さをそれぞれ比の○5 ，○14

とすると，(ｵ)は○5 ×14÷21＝ となる。

また，条件から((ｵ)＋(ｴ))：(ｱ)＝8：7

なので，(ｵ)＋(ｴ)＝○14 × ＝○16 。

よって，(ｴ)＝○16 － ＝ となるので，

(※)から，(ｳ)＝ 。

よって，容器Ａの高さは○14 ＋○5 ＋ ＝ 。

また，容器Ｂの高さは○14 ＋○5 ＝○19 なので，

容器Ａと容器Ｂの高さの比は ：○19 ＝ ＝133：95 です。
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